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弥生土器つくりは、郷土博物館の夏休み恒例行事です。

参加した子どもたちは７月に土器をつくり、８月の酷

暑の中、つくった土器を野焼きしました。猛烈な暑さ

にも負けず、参加した子どもたちは、自分の作品が赤

くなって焼き上がるのをじっと観察しました。

勾玉つくり、布ぞうりつくりは、今年度２回目の開

催となりました。勾玉つくりは６日間で合計２４０人の

参加がありました。いずれの教室も、子どもたちの夏

休みの宿題？に大いに役立ったようです（４ページに

感想文を掲載）。

今後、淫山郷土博物館では様々な教室を計画し、‘‘歴子ども歴史教室は、現在のところ３種類のみですが、

史をたのしむ”ことを目指していきたいとおもいます。

うちだかくうん
p､

津山市(旧勝北町)出身の書道家､内田鶴雲の作品の寄贈を受けました。
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去る６月２２日、旧勝北町出身の書道家、内田鶴雲の遺作３２点が津山市に寄贈さ

れました。

内田k鱈は、明治31年（1898）７月、岡山県勝田郡勝北町新野（現津山市新野東）

に生まれました。岡山県内の学校の教諭を歴任し、昭和２３年、ノートルダム清心女

子大学講師となり、同年１１月、日展に初入選し、翌年から２年連続特選を受賞しま

した。その後は日展審査員、日展参与などを歴任しました。岡山県文化賞、山陽新聞

社賞、中国新聞文化賞など数々の賞を受賞し、４４年、勲４等瑞宝章、５０年、紺綬

褒章。４９年に勝北町名誉町民となりました。昭和５３年１０月２９日没。寄贈された袋草◎４９牛に勝北IiI｣名誉lil｣氏となりました。始祁ｂ３牛ｌ０ＨＺ９１二|技Ｏ笥冒贈された内田鶴雲

作品は扉風１０点、額２２点で、鶴雲生誕１１０年記念遺墨展会場の県天神山文化プラザで贈呈式が行われ、

御遺族の方から市長に寄贈目録が手渡されました。
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~館収蔵品 から ～『渓流』赤松鱗作 １９４０年

赤松麟作は明治11年（1878）津山市で生まれ、明治１６

年には一家で大阪中之島に移りました。１６歳のときに、大

阪で活躍していた画家山内愚僧のもとに弟子入りし、その

後新設された東京美術学校西洋画科に入学し、黒田清輝の

指導を受けました。卒業後は三重県立第一中学校美術教師

となり、その赴任中に描かれた『夜汽車』で第１回白馬会

賞を受賞しました。

文展、帝展に出品する一方、明治４１年に大阪に赤松洋画

塾を開設し、大正'3年からは大阪市展審査員となります。

また、関西女子美術学校を開設し、洋画部を担当。大阪洋

画壇にあって多くの後進を指導しました。昭和14年には大

阪市立美術館で還暦記念回顧展が開催されますが、戦災で‘
『渓流ｊ1940年

多くの作品が失われました。

コローから印象派に至る西洋近代絵画の動向を消化した、穏健な作風による風景画や女性像が知られる一

方で、初期の代表作『夜汽車」に通じる風俗画や、あるいは歴史画に対する指向も、後年まで認められます｡

津出郷±博物館の予定 (平成20年10月以降）

麺特別展画特別展

｢～花と子どもの画家～庄野ヒカル展」

②会期／１０月４日（土）～１１月２４日（月）

③会場／津山郷土博物館3階展示室

園教育活動園教育活動一一

秋の子ども歴史教室「トンボ玉をつくろう」

●日時／１１月１日(土）９時３０分～１１時30分

．会場／津山郷士博物館2階研修室

③対象と定員／小学校高学年(５．６年）２０名

③参加費／400円

●申込期間／１０月２１日（火）～定員になり次第締切り。

※ガラスをバーナーで溶かし､きれいなトンボ玉(ガラスのビーズ)をつくります。

⑳ｅｅｅ

子ども歴史教室は今回も満員御礼。弥牛十器つくりでは－部の作品が焼成前に壊れてしまうという八プ

ニングもあり、一部の参加者の方にiｊ大変ご迷惑をおかけしました。次はあらたな歴史教室として、トン

ボ玉つくりを計画しました。郷土博物語ｃは初めてのこころみです。

今年度の特別展は、津山出身の画家、庄野ヒカルをとりあげます。絵画をテーマにした今までにない特

別展といえるでしょう。たくさんの方々の来館をお待ちしています。
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誠w塗土;鵜をつくろう感想丈から
今回は体験教室全部に参加しました｡土器作りでは、

ちょっとむずかしかったけど､とてもきれいな形の土器がで

きました｡図工があまり得意ではありませんが､この体験

で図工が少しでも得意になれた気がします｡一番むずか

しかったのが形を決めることです｡この形にすると､どこを

どうすればその形になるか､そういうことを考えるのがむず

かしかったです｡一番つらかったのは､暑い中､土器を焼

体験をして土器の作り方がわかった。さいしょの土器

の形を作るのはむずかしかった。士器を焼く温度は約

600度から800度らしいです｡なぜ土器を焼くんだろうなあ

と思いました｡たぶん長もちするからだろうなあと思いました。

りにチャレンジです｡わたしは､土器を作るのは簡単かな

と思っていましたがそんなに簡単ではなかったです｡かた

ちをととのえたり､もようをいれたりと､たいへんでした。自

分で作った±器は､２週間ほどかわかさなくてはならない

ので､少し残念でした｡そして今日(８月１２日)土器を焼く

日になりました◎きたときには､もう土器を焼く準備がして

ありました。自分の土器をならべました｡火をつけたとき、

温度はいっきにあがってとてもあつかったです｡わたしは

まだかなまだかなと､とても楽しみでした。自分が作った土

器は､夏休みの宿題､自由研究にしようとおもいます｡本

当に楽しかったです。

(弥生小学校6年甲元未夢希さん）

’博物館入館案内’

②開館時間：午前9:00～午後5:００
③休館日：毎週月曜日・祝日の翌日

１２月27日～１月４日・その他
●入館料：一般210円（160円）

高校・大学生150円（120円）
中学生以下無料

※（）は30人以上の団体

４ＨＡＫＵＢＵＴＳＵＫＡＮＤＡＹＯＲＩ

土器づくりは､くみたてている時が一番むずかしかった。

上手に作ろうとねちねちしていたらかわいてひびがでてき

たのでまたうえにねんどをかぶせるかんしょくがよかった。

最初はむずかしいと思っていたが図工のへたな私もでき

たから楽しかった｡土器を焼く時､けむりが鼻に入ってき

もちわるかった｡また作ってみたいと思う。ひもじようのね

んどがまだみえる人もいた。こんどは､木のいす作りもや

にＦ毎Ｆ届一℃F●,

<においたらわれるから､といっていた。またらい年もやり

たい。

（佐良山小学校5年中塚康太君）

典博物館だよりＮｑ５９平成20年９月1日

編集・発行：津山郷土博物館
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E-mail：tsu-haku@tvme・ｊｐ
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典は津山松平藩の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっている。


